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　詳細な観測データに基づくデータ同化をもとに、震源モデルは単純な経験則だけでは測り得なかったより細

やかな防災情報や、震源物理学の直接理論検証の機会を提供しつつある(たとえばthe Third California

Earthquake Rupture Forecast (UCERF3)にみるように)。この背景には、coseismicのみならず前震・余震過程

を含む長期地震活動をモデル化できる物理シミュレータ(地震サイクルシミュレータ)が登場したことがある

(Barbot et al., 2012: Richards-Dinger and Dieerich, 2012)。しかし、coseismicの動的震源過程を正確に解け

てかつ沈み込み帯や内陸断層などの幅広いテクトニック環境に適用可能な汎用地震サイクルシミュレータはま

だない。適用対象となる地震活動は現在のところ大きく限定されている。 

 

　本研究では、非平面に適用可能な初めての地震サイクルシミュレータを提案、実装結果を概観する。これは

非平面に適用可能な高速(準線形時間)解法である高速領域分割階層型行列法(FDP=H-matrices)に基づく(佐

藤・安藤、2018)。このため、従来シミュレータの本質的問題である動的破壊過程求解時の断層ジオメトリへ

の制限を克服している。発表では、SCEC地震余効滑り系列プロジェクト(SEAS)のベンチマークテストを用

い、精度と速度が調べられる。結果は、ByCyclE(Lapusta et al., 2000)などの従来シミュレータと比較さ

れ、提案シミュレータの有効性が議論される。予備的な、非平面環境での地震サイクルもデモされる。
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